第24回　施設処遇検討会議　議事録　H23.11.21

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中岫かなえ・馬渕豊子・木村春子・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　　　（欠席者：長谷部S.G.M・秋山SGM・中村文洋・小坂和子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：木村　春子
議題

１：松倉　健一様（青山荘入所者様）の処遇について

２：袴田　淑子様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：松倉　健一様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：なし

問題点・介入方法

①日中活動について

・自宅への定期外出を継続する。その度に振り返りをし、次回の外出の課題の設定や、モチベーションの向上につなげる。

・バスを利用した外出を定期的に企画し、バスを利用して円滑に外出できるようになる。

・外出は2週間に1回実施する。慣れてきたら、頻度を増やしたり外泊の実施も検討する。

・デイケアの利用目的について、退所後の生活と絡めて本人が理解できるよう、随時振り返りを行う。

・自炊やお菓子作りを定期的に取り入れる。成果をフィードバックする。
②金銭管理
・間食に使う費用を節約し、貯金する習慣を身に付ける。

・小遣いの使途について振り返りを行い、必要な費用を明らかにして、小遣いの使い方について随時見直す。
③服薬の自己管理
・12月から服薬チェック帳を省略した管理方式に変える。

・服薬について不安や困ったことがないか、随時振り返りを行う。

・薬の必要性について、本人がどのように感じているのか定期的に話し合い、随時服薬の重要性について説明を行う。
④部屋の整理・整頓
・定期的に部屋の掃除を行う機会を持ち、スタッフが整理整頓の状況を確認する。不十分な点については、本人の意図を把握した上で、適宜介入を行う。

＜評価＞
・青山荘退所後は自宅で過ごして、デイケア利用は考えていないとの事だったので、日中活動の一つとしてデイケア利用目的や効果についても定期面談で振り返りを行っていく。現在週2回の通所であるが、通所を3回に増やせるようにする。また、青山荘でのデイケア以外の日中活動も充実させていく。バス利用の訓練と、外出訓練を定期的に行い継続していく。衣類は姉様に依頼して届けてもらったりしているので、衣類の購入なども自分でできるように訓練をして、金銭管理も小銭を使えるように指導する。服薬の自己管理では12月から服薬チェック帳を省略した、管理方式に変える予定となっている。

　他者交流が少ないので、バイクに乗っていたとの事もあり、バイクに興味のある利用者様と接点をもてるように介入する。また、お菓子が好きとの事でホットケーキ作りに挑戦したりもしており、お菓子作りや夕食作りに声かけし、他者と一緒に参加できるように介入し、趣味の幅を拡げていく。

２：袴田　淑子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：緑内障・子宮筋腫

支援内容・介入方法
①自主的に日課を行おうとしない

・　身だしなみや服装が気にならず、掃除、洗濯、更衣等、再三の声かけを要している為、最低限行なわなければならない事をその都度説明し、介入しながら習慣化を図っていく。

· 日課表を活用して一日の流れが身に付くように根気強く働きかけ、時間に合わせた行動が出来るよう支援していく。

· 必要な事を伝えても、理解力が欠如している為、分かりやすい言葉で、理解できるまで繰り返し説明していく。

· 定期的に本人と振り返りを行ない、励みになるような評価をし、やる気を起こさせるよう介入していく。

②部屋に引きこもっており集団行動ができない。

・　施設では団体生活であり、皆の生活が守られるよう施設のル－ルがあり、その事柄を守らなければならいな事を本人に解りやすく伝えていく。

· ホ－ルで過ごす回数が増えることで、他者との情報交換などの機会が得られ、共通の話題が出来、視野が広がっていくことを伝えていく。

· 好きな歌謡番組が放送されている時はホールでテレビを観るよう誘ったり、裁縫を頼んだりしてて皆さんと過ごす時間を作っていく。

· レクなど拒否無く参加されている事を評価し、関係機関のレクリェーションや地域の行事などスタッフと一緒に参加する機会を作り出す。
幻聴、幻覚等についての言動やノートに妄想らしき事を書き込んでいた時はそれとなく聞き出し主治医へ情報提供していく。
③間食を摂り過ぎ食事を不食する。

　　体脂肪率が高い（40.5％）体重47.7㎏⇒49.1㎏
・　おやつ購入については適量の購入が難しい為、今後も同行支援を継続して行ない指導していく。

· 三食の残食が多くおやつで補っている為、現在の状況を認識してもらいながら、三食摂ることは身体にとって大事なことである事、それによって体調を維持していける事を理解できるよう指導していく。（荘内プログラムを活用する）

· 夜間、寝ながらの間食することによって身体に及ぼす影響を説明し20時移行の間食はしないよう指導していく。

· 余暇に短時間のウォーキングすることを本人へ提案する。（他者と一緒に）
　・　外泊時はおやつの摂取量について保護者へも協力の依頼をしていく。

＜評価＞

生活全般に声掛けが必要で、部屋で居眠りをすることや物思いに耽っていることが多い。日課においては声掛けや促しで行動する事が多い。強い促しからウォーキングやホールで過ごす事はできるが、自ら興味を持って何かに取り組むということは殆ど見られない。好きな歌謡番組が放送されている時はホールでテレビを観るよう誘ったり、裁縫を頼んだりしてて皆さんと過ごす時間を作っていく。幻聴、幻覚等についての言動やノートに妄想らしき事を書き込んでいた時は、それとなく聞き出し主治医へ情報提供していく。
　隔週での自宅外泊は本人も楽しみにしており、今後も継続していく。家族の役割として一緒に買い物に行ったりして貰うなど、本人との関わり方なども介入していく。本人の残存能力を上手く引き出して支援していく。













